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と
呼
ば
れ
た
引
き
抜
き
等
々
。
現
代
の
新
し

い
道
具
と
釣
法
に
は
及
ば
な
い
ま
で
も
、
郡

上
釣
り
の
理
論
と
技
法
は
最
新
釣
法
と
呼
ば

れ
る
現
代
の
釣
り
の
そ
こ
か
し
こ
に
生
か
さ

れ
て
い
る
。

　

郡
上
の
中
で
も
白
石
橋
か
ら
深
戸
新
田
に

か
け
て
の
通
称
美
並
地
区
は
、
水
量
が
豊
富

で
荒
瀬
と
大
淵
が
連
続
す
る
川
相
の
釣
り
場

が
多
い
。
粥
川
と
の
合
流
点
付
近
に
代
表
さ

れ
る
豪
快
か
つ
変
化
に
富
ん
だ
流
れ
か
ら
は

肩
が
盛
り
上
が
っ
た
、
こ
れ
ぞ
「
郡
上
鮎
」

と
い
っ
た
良
型
が
姿
を
見
せ
る
。

　

瀬
で
は
、
オ
モ
リ
を
駆
使
し

て
オ
ト
リ
を
し
っ
か
り
川
底
へ

沈
め
る
こ
と
が
釣
果
を
左
右
す

る
。
一
方
、
淵
は
水
深
が
あ
っ

て
押
し
の
強
い
流
れ
が
多
い
の

で
、
オ
バ
セ
を
大
き
く
取
っ
た

泳
が
せ
釣
り
を
主
体
に
す
る
。

　

一
方
で
美
並
地
区
は
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
る

た
め
、
入
川
場
所
に
よ
っ
て
は

流
下
す
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー

ト
が
邪
魔
に
な
っ
て
釣
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意

す
る
。
通
常
は
出
発
点
の
講
和

橋
上
流
か
ら
遊
々
広
場
ま
で
が

午
前
中
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー

ス
で
遊
々
広
場
か
ら
下
流
勝
原
橋
ま
で
が
午

後
の
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
う
ま
く

運
行
時
間
帯
を
外
し
た
入
川
を
心
が
け
た
い
。

「鶴瀬」と呼ばれる長い瀬
が長谷部オトリ店の裏にあ
る。ここも午後はラフティン
グが多く午前がおすすめ

右岸の土手から見る赤池橋上
流の瀬。川のカーブで流れが
一気に絞られて白泡が渦巻く
荒瀬となる

郡上でも一級の荒瀬である一
の瀬、二の瀬、三の瀬。オモ
リと剛竿で挑みたい

講和橋の下流はよい年は濃密
なアユがいる好ポイント

講和橋上流の淵がラフティン
グの出発地。午前はラフティン
グが集中するので講和橋から
三の瀬までは午後に釣るのが
おすすめ

右岸から見るタカセ。広大
な平瀬が続いて周年人が絶
えない

深戸新田は岩盤大岩の連な
る大場所だ。入川口が遠く
穴場になり大アユが有望

三日市鉄橋下の瀬は「ダン」と
も呼ばれる。変化に富み探り
甲斐のあるポイント

遊遊広場は河川敷まで下
りられて入川しやすい釣り
場である。大岩、岩盤がつ
くる荒瀬は釣り応え充分
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